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巻
頭
特
集

絵
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」　

　
作
・
堀
井

銀
次（
柏
崎
市
）

作
品
メ
モ
―
母
の
日
に
描
い
て
も
ら
っ
た
作
品
。
見
本
と
な
る
画
像
の
色
合
い
を
飛
び
越
え
、
多
彩
な
色

を
使
う
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品
（
社
会
福
祉
法
人
ロ
ン
グ
ラ
ン
）
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柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ
は
、
２
０
１
９

年
に
本
格
的
な
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。柏
崎
の
夏
の
呼

び
物
、
海
の
大
花
火
大
会
や
海

水
浴
、
秋
の
紅
葉
め
ぐ
り
な
ど

を
軸
に
県
内
外
か
ら
の
利
用
者

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
実
動
の
旅
サ
ポ
ー
タ
ー
は
約

10
人
。知
名
度
が
上
が
る
に
つ

れ
て
利
用
者
も
増
え
、
現
在
は

年
間
20
件
以
上
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。観
光
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
情
報
提
供
や
交
通
機
関

の
案
内
、
現
地
で
の
ガ
イ
ド
や

サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
面
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
の
中
心
に
な
っ

て
い
る
の
は
押
見
敏
昭
さ
ん

（
60
）で
す
。14
年
秋
、
末
期
が

ん
の
兄
（
当
時
56
）
が
病
院
か

ら
一
時
帰
宅
し
、「
松
雲
山
荘
の

紅
葉
を
見
て
、
な
じ
み
の
店
で

食
事
を
し
て
、
椎
谷
海
岸
で
夕

日
を
見
た
い
」と
望
み
ま
し
た
。

押
見
さ
ん
は
も
う
一
人
の
兄

と
、
そ
の
願
い
を
実
現
し
よ
う

と
動
き
ま
し
た
。

　
松
雲
山
荘
へ
の
道
は
上
り
坂

で
し
か
も
砂
利
道
。車
い
す
の

前
輪
が
取
ら
れ
て
動
か
ず
、
二

人
が
か
り
で
持
ち
上
げ
る
の
は

重
労
働
で
し
た
。兄
の
願
い
は

実
現
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
体

験
が
取
り
組
み
の
原
動
力
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
首
都
圏
で
観
光
専

門
学
校
の
講
師
を
し
て
い
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
実
現
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
押
見
さ
ん
は
、
17
年

に
郷
里
の
柏
崎
に
戻
り
、
Ｕ
Ｔ

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ
で
は
、
泥
道
や

砂
利
道
で
も
動
け
る
三
輪
の

「
ア
ク
ロ
」、
普
通
の
車
い
す
に

引
き
手
を
取
り
付
け
て
前
で

引
っ
張
る「
ジ
ン
リ
キ
」、車
輪

が
浮
き
輪
に
な
っ
て
い
る
海
専

用
の
「
ビ
ー
チ
ス
タ
ー
」
の
３

種
類
の
車
い
す
を
用
意
し
て
、

ニ
ー
ズ
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
柏
崎
を

離
れ
、
県
内
各
地
や
東
京
ま
で

同
行
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
も
。「
私
た
ち
は
あ
く
ま
で

も
サ
ポ
ー
ト
部
隊
。利
用
す
る

人
が
力
を
借
り
た
い
時
に
は

貸
す
。自
分
で
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
も
ら
う
。
そ

う
い
う
ス
タ
ン
ス
を

大
事
に
し
て
い
ま

す
」
と
押
見
さ
ん
は

利
用
者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル 

ツ
ー
リ
ズ
ム

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
寄
り
添
い
柏

崎

Ｕ
Ｔ
Ｃ

巻頭
特集

３輪タイプの車いす「アクロ」でカキツバタの花を楽しむ男性（2022 年５月、柏崎市・
夢の森公園）＝柏崎ＵＴＣ提供

柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ
が
新
た
に
購
入
し
た
海
専
用
車
い
す

「
ビ
ー
チ
ス
タ
ー
」

★ユニバーサルツーリズム
　年齢や障がいなどに関係なく、全ての人
が気兼ねなく旅行を楽しめるようにする取
り組み。観光庁ではユニバーサルツーリズ
ムを普及・促進するため、観光施設を対象
に「心のバリアフリー認定制度」を設け、
地方自治体やNPOなどと幅広く連携し、
受け入れ環境の整備や体制強化に向けて支
援を行っている。

　
長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
旅
に
出
た
く
な

る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ

る
人
や
高
齢
者
で
も
安
心
し
て
気
軽
に
旅
行

を
楽
し
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み

が
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
Ｕ
Ｔ
）」

で
す
。
新
潟
県
内
の
先
駆
け
的
存
在
で
あ
る

柏
崎
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン

タ
ー
（
Ｕ
Ｔ
Ｃ
）
の
活
動
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。

安心できる旅をサポート
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め
ざ
せ 

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
東
京
都
北
区
の
小
島
典
子
さ

ん
（
80
）、
雅
美
さ
ん
（
54
）
母

娘
は
、
一
昨
年
の
秋
と
昨
年
の

夏
、
柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
旅
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
車
い
す
生
活
の
典
子
さ
ん
を

喜
ば
せ
よ
う
と
、
雅
美
さ
ん
が

全
国
の
Ｕ
Ｔ
Ｃ
の
中
か
ら
柏
崎

を
選
び
ま
し
た
。「
父
が
十
日

町
出
身
な
の
で
、
同
じ
新
潟
県

と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
で
し

た
」と
雅
美
さ
ん
。

　
秋
の
旅
で
は
、
柏
崎
市
内
の

飯
塚
邸
や
松
雲
山
荘
な
ど
で
紅

葉
を
見
物
。柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ
の
旅

サ
ポ
ー
タ
ー
が
同
行
し
て
車
い

す
を
動
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
紅
葉
の
美

し
さ
に
感
動

し
ま
し
た
。
松

雲
山
荘
の
上
り

坂
は
私
た
ち
二

人
だ
け
だ
っ
た

ら
と
て
も
行
け

な
い
。
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ

た
」
と
雅
美
さ

ん
は
振
り
返
り

ま
す
。

　
旅
を
し
な
が

ら
サ
ポ
ー
タ
ー

と
の
会
話
も
弾

み
ま
し
た
。
夏

の
花
火
の
素
晴

ら
し
さ
を
聞
い

た
母
娘
は
翌
年

人とのふれあいを大切に

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。「
縦

割
り
を
な
く
し
て
ほ
し
い
。

人
が
来
て
く
れ
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
、
そ
こ
に

住
む
人
に
と
っ
て
も
い
い
町

づ
く
り
に
つ
な
が
る
は
ず
」

と
押
見
さ
ん
は
訴
え
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
抵
抗
感

を
な
く
し
、
誰
も
が
行
き
た

い
所
へ
気
軽
に
行
け
る
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
求
め

て
、
地
道
な
取
り
組
み
が
続

い
て
い
ま
す
。

柏
崎
市
の
飯
塚
邸
で
紅
葉
を
楽
し
む
小
島
典
子
さ
ん
と
雅
美

さ
ん
。引
き
手
を
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
車
い
す「
ジ
ン
リ
キ
」

が
威
力
を
発
揮
し
た
（
２
０
２
４
年
11
月
）
＝
柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ

提
供

車いすでコスモス畑の散策を楽しむ利用者（2022 年９月、柏崎市笠島）＝柏崎
UTC提供

全国の主なバリアフリー旅行相談窓口はこちらから
（観光庁調べ。令和３年３月現在）

の
夏
、
再
び
柏
崎
へ
。Ｕ
Ｔ
Ｃ

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
海
の

花
火
大
会
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「
ふ
だ
ん
は
母
と
二
人
き
り
で

人
と
の
か
か
わ
り
も
少
な
い
。

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
中
で

交
流
も
生
ま
れ
、
母
が
笑
顔
に

な
れ
る
時
間
を
作
れ
た
こ
と
は

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」。
雅

美
さ
ん
は
今
も
感
動
さ
め
や
ら

ぬ
様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
私
た
ち
は
介
護
技
術
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を

重
視
し
て
い
ま
す
」
と
柏
崎
Ｕ

Ｔ
Ｃ
の
押
見
敏
昭
さ
ん
は
強
調

し
ま
す
。「
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
求
め
て
訪
れ
て
く
れ
る
人
が

多
い
。リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
心
を
通
じ
合

わ
せ
る
こ
と
が
大
事
な
ん
で

す
」

　
柏
崎
Ｕ
Ｔ
Ｃ
は
令
和
５
年
度

に
県
の
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
賞
」を
受
け
ま
し
た
。

　
観
光
、
交
通
、
福
祉
、
建
設
、

教
育
…
Ｕ
Ｔ
の
推
進
に
は
行
政

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
横
断
的

▼柏崎ユニバーサルツーリズムセンター
 =NPO法人トライネット　内
　　　　　電　話：0257（47）7229
　　　　　メール：tsc-ks3@kisnet.or.jp
▼Accessible Niigata（アクセシブル・ニイガタ）
　　　　　メール：niigatabf@gmail.com
▼新潟ユニバーサルツーリズムセンター
 ＝株式会社むすびあい　内
　　　　　電　話：025（311）1809　
　　　　　メール：daihyo@musubiai.info

県内の主なバリアフリー旅行相談窓口
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Ⅰ
み
ん
な
で
育
む
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
目
標
１
　
県
民
の
福
祉
へ
の
理
解
促
進
と
福
祉
の
心
の
醸
成

　
１
　
新
潟
県
民
福
祉
大
会
開
催
事
業
継
続
・
自
主
､
共
募
：
3,193千

円
　
　
⑴
　
第
76回

新
潟
県
民
福
祉
大
会

　
　
　
　
・
糸
魚
川
市
／
令
和
８
年
10月

28日
　
　
　
　
・
表
彰
：
民
生
委
員
児
童
委
員
功
績
表
彰
等

　
　
⑵
　
県
社
協
会
長
表
彰
選
考
委
員
会

　
２
　
福
祉
･介
護
･健
康
フ
ェ
ア
開
催
事
業
継
続
・
自
主
､
共
募
：
1,186

千
円

　
　
⑴
　
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
2026

　
　
　
　
・
上
越
市
／
令
和
８
年
９
月
､
新
潟
市
／
令
和
８
年
11月

　
３
　
福
祉
教
育
推
進
事
業
一
部
新
規
・
補
助
：
378千

円
　
　
⑴
　
新
潟
県
福
祉
教
育
推
進
会
議

　
　
⑵
　
福
祉
教
育
推
進
指
針
策
定
委
員
会
新
規

　
　
⑶
　
福
祉
教
育
推
進
に
関
す
る
実
態
調
査
新
規

　
　
⑷
　
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー（
福
祉
教
育
の
視
点
か
ら
）

　
　
⑸
　
県
社
協
職
員
を
対
象
と
し
た
福
祉
教
育
推
進
研
修
新
規

推
進
目
標
２
　
地
域
福
祉
活
動
の
振
興

　
１
　
地
域
福
祉
活
動
推
進
・
市
町
村
社
協
活
動
支
援
事
業

　
　
⑴
　
市
町
村
社
協
役
職
員
研
修
・
会
議
自
主
､
補
助
：
130千

円
　
　
　
①
　
市
町
村
社
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
新
規

　
　
　
②
　
市
町
村
社
協
事
務
局
長
会
議
　
　
　

　
　
⑵
　
市
町
村
社
協
職
員
課
題
別
研
修
継
続
・
自
主
､
補
助
：
404千

円
　
　
⑶
　
市
町
村
社
協
の
経
営
・
活
動
基
盤
強
化
新
規
・
自
主
：
659千

円
　
　
　
①
　
市
町
村
社
協
総
務
経
営
部
門
担
当
者
会
議

　
　
　
②
　
市
町
村
社
協
の
経
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
　

　
　
　
③
　
市
町
村
社
協
経
営
等
検
討
会（
仮
称
）の
設
置
　

　
　
⑷
　
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
と
取
組
検
討
継
続
・
補
助
：
136千

円
　
　
　
①
　
市
町
村
社
協
へ
の
個
別
訪
問
調
査

　
　
　
②
　
地
域
福
祉
事
業
推
進
に
係
る
情
報
共
有
会
議

　
　
　
③
　
市
町
村
社
協
へ
の
個
別
支
援

　
　
　
④
　
こ
ど
も
食
堂
状
況
調
査

　
　
⑸
　
多
機
関
と
の
連
携
促
進
と
人
材
育
成
継
続
・
補
助
：
343千

円
　
　
　
①
　
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー（
包
括
的
支
援
体
制
構
築
）

　
　
　
②
　
孤
独
・
孤
立
・
ひ
き
こ
も
り
等
支
援
者
に
対
す
る
研
修

推
進
目
標
３
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

　
１
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
社
会
貢
献
活
動
推
進
事
業

　
　
⑴
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
継
続
・
自
主
：
18,013千

円
　
　
　
①
　
県
民
た
す
け
あ
い
基
金
助
成

　
　
　
　
・
基
金
管
理
運
営
委
員
会

　
　
　
②
　
ふ
く
し
の
保
険
加
入
受
付

　
　
⑵
　
災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進
継
続
・
補
助
：
2,661千

円
　
　
　
①
　
災
害
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

　
　
　
②
　
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練
等
支
援

　
　
　
③
　
災
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

　
　
　
④
　
圏
域
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
会
議

　
　
　
⑤
　
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
シ
ス
テ
ム
活

用
促
進
事
業
新
規

　
　
⑶
　
寄
付
等
の
連
絡
・
配
分
調
整
寄
付
：
23,485千

円
推
進
目
標
４
　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
支
援
の
推
進

　
１
　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
支
援
事
業

　
　
⑴
　
種
別
協
議
会
や
当
事
者
団
体
等
の
連
携
・
調
整
継
続
・
自
主
：

185千
円

　
　
　
①
　
福
祉
団
体
懇
談
会

　
　
　
②
　
共
同
要
望
活
動

　
　
⑵
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
相
互
の
連
携
促
進
新
規
・
自
主
：
287千

円
　
　
　
①
　
令
和
８
年
度
春
季
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
都
県
・
指
定
都
市

社
協
組
織
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
業
務
担
当
部
・
課
長
会
議

　
　
　
②
　
令
和
８
年
度
秋
季
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
都
県
・
指
定
都
市

社
協
組
織
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
業
務
担
当
者
研
究
協
議
会

　
２
　
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
継
続
・
受
託
：

6,000千
円

　
　
⑴

　
　
⑵

　
　
⑶
　

Ⅱ
一
人
ひ
と
り
の
自
立
生
活
づ
く
り

推
進
目
標
１
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
継
続
・
補
助
：
19,499千

円
⑴

　
　
⑵

　
　
⑶
　

　
　
⑷
　

　
　
⑸
　

推
進
目
標
２
　
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
の
充
実

継
続
・

：
千
円

⑴
　
　
⑵

推
進
目
標
３
　
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進

継
続
・

：
千
円

⑴
　

　
　
⑵

　
　
⑶
　

　
　
⑷
　

　
　
⑸
　

　
　
⑹

推
進
目
標
４
　
生
活
困
窮
者
等
の
生
活
安
定
へ
の
支
援

⑴
　

継
続
・

：
貸
付
金
交
付
額
25,848千

円

　
　
⑵
生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
・
債
権
管
理
の
巡
回
指
導
継
続
・
補
助
：

235千
円

　
　
⑶
　

継
続
・

：
千
円

　
　
⑷
　

継
続
・

：
千

円

　
　
⑸
　

継
続
・

：
千
円

　
２
　
新
潟
県
・
新
潟
市
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付
事
業

⑴
　

　
　
　
　
継
続
・

：
千
円

⑴
　

　
　
　
　
継
続
・

：
千
円

Ⅲ
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
が
ま
も
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

推
進
目
標
１
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

　
１
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
継
続
・

：
46,780千

円
　
　
⑴
　
事
業
実
施
社
協
の
設
置［
29社

協
］

　
　
⑵
　
契
約
締
結
審
査
会

　
　
⑶
　
業
務
監
督
実
地
指
導

　
　
⑷
　
担
当
部
課
長
会
議

　
　
⑸
　
専
門
員
・
生
活
支
援
員
養
成
・
育
成
研
修

　
　
⑹
　
関
係
機
関
連
絡
会
議

　
　
⑺
　
広
報
啓
発

　
　
⑻
　
人
材
育
成
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ー
ム

　
　
⑼
　
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者
等
へ
の
支
援
に
係
る
情
報
収
集

令
和
８
年
度
の
主
な
事
業
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
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と
市
町
村
社
協
へ
の
共
有
新
規

　
２
　
成
年
後
見
制
度
普
及
促
進
事
業
継
続
・

､
委
託
､
共
募
､
自
主
：

3,352千
円

　
　
⑴
　
訪
問
検
討
会
・
体
制
整
備
支
援
等
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

　
　
⑵
　
体
制
整
備
支
援
等
相
談
窓
口
設
置

　
　
⑶
　
法
人
後
見
訪
問
検
討
会

　
　
⑷
　
成
年
後
見
制
度
担
当
者
研
修
会

　
　
⑸
　
市
町
村
長
申
立
推
進
研
修
会（
基
礎
編
･実
践
編
）

　
　
⑹
　
中
核
機
関
担
当
者
研
修
会

　
　
⑺
　
法
人
後
見
研
修

　
　
⑻
　
権
利
擁
護
人
材
養
成
モ
デ
ル
事
業

　
　
⑼
　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
実
態
調
査

　
　
⑽
　
権
利
擁
護
普
及
啓
発
事
業

推
進
目
標
２
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
苦
情
解
決
支
援
の
充
実

継
続
・

：
6,128千

円
　
　
⑴
　

　
　
⑵
　

　
　
⑶
　

　
　
⑷
　

　
　
⑸
　

Ⅳ
福
祉
を
支
え
る
人
づ
く
り

推
進
目
標
１
　
福
祉
人
材
の
確
保
・
就
労
の
促
進
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
へ
の
支
援

１
　
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
継
続
・
委
託
：
10,046千

円
　
　
⑴
　
運
営
委
員
会

　
　
⑵
　
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
所

　
　
⑶
　
啓
発
・
広
報
事
業

　
　
⑷
　
人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す
る
法
人
支
援

　
　
⑸
　
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　
　
⑹
　
福
祉
・
介
護
の
魅
力
を
伝
え
る
セ
ミ
ナ
ー

　
　
⑺
　
求
人
・
求
職
開
拓

　
　
⑻
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

　
　
⑼
　
介
護
福
祉
士
等
届
出
事
業

　
２
　
福
祉
職
の
魅
力
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
の
推
進
継
続
・
委
託
：
3,850

千
円

　
　
⑴
　
多
様
な
人
材
の
福
祉
分
野
へ
の
参
入
促
進

　
　
⑵
　
情
報
発
信
の
工
夫
と
活
用
の
促
進

　
　
⑶
　
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

　
３
　
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
継
続
・

：
貸
付
金
交
付
額

256,000千
円

　
　
⑴
　
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付

　
　
　
　
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
修
学
資
金
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
受
講
資
金
、
離
職
介
護
人
材
再
就
職
準
備
金

［
基
本
理
念
］

共に生き共につくる福祉社会を目指して

［
基
本
方
針
］

１
　
県
民
の
福
祉
へ
の
理
解
促
進
と
福
祉
の
心
の
醸
成

２
　
地
域
福
祉
活
動
の
振
興

３
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

４
　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
支
援
の
推
進

１
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

２
　
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
の
充
実

３
　
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進

４
　
生
活
困
窮
者
等
の
生
活
安
定
へ
の
支
援

１
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

２
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
苦
情
解
決
支
援
の
充
実

１
　
福
祉
人
材
の
確
保
・
就
労
の
促
進
と
働
き
や
す
い
 

　
　
職
場
づ
く
り
へ
の
支
援

２
　
福
祉
人
材
の
育
成
と
資
質
向
上
の
推
進

３
　
県
民
へ
の
介
護
理
解
促
進
と
知
識
・
技
術
の
普
及

１
　
組
織
の
推
進
体
制
・
経
営
力
強
化

み
ん
な
で
育
む

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

Ⅰ

一
人
ひ
と
り
の

自
立
生
活
づ
く
り

Ⅱ

一
人
ひ
と
り
の

尊
厳
が
ま
も
ら
れ
る

地
域
づ
く
り

Ⅲ

福
祉
を
支
え
る

人
づ
く
り

Ⅳ

法
人
運
営
機
能
の

強
化
に
向
け
た

組
織
づ
く
り

Ⅴ

事
業
計
画
体
系
図

［
推
進
目
標
］

　
４
　
保
育
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
継
続
・

：
貸
付
金
交
付
額

79,610千
円

　
　
⑴
　
保
育
士
修
学
資
金
等
貸
付

　
　
　
　
保
育
士
修
学
資
金
、
潜
在
保
育
士
再
就
職
準
備
金

推
進
目
標
２
　
福
祉
人
材
の
育
成
と
資
質
向
上
の
推
進

　
１
　
社
会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
継
続
・
委
託
､
自
主（
受
講
料
）：

7,873千
円

　
　
⑴
　
社
会
福
祉
研
修
事
業
運
営
委
員
会

　
　
⑵
　
社
会
福
祉
施
設
職
員
研
修

　
　
　
　
全
32研

修（
内
新
規
４
研
修
：
以
下
①
～
④
）

　
　
　
①
　
問
題
解
決
に
役
立
つ
思
考
力
向
上
研
修
新
規

　
　
　
②
　
災
害
時
の
備
え
と
対
応
力
向
上
研
修
新
規

　
　
　
③
　
若
手
職
員
の
た
め
の
対
人
関
係
ス
キ
ル
向
上
研
修
新
規

　
　
　
④
　
業
務
効
率
化
の
た
め
の
D
X・
生
成
A
I活
用
研
修
新
規

　
　
⑶
　
研
修
事
業
に
関
す
る
調
査

　
２
　
介
護
支
援
専
門
員
養
成
事
業
継
続
・
自
主（
受
講
料
）：
4,074千

円
　
　
⑴
　
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

　
　
　
・
新
潟
市
、
柏
崎
市
他
／
令
和
８
年
10月

11日
　
　
　
・
合
格
発
表
日
／
令
和
８
年
11月

24日

推
進
目
標
３
　
県
民
へ
の
介
護
理
解
促
進
と
知
識
・
技
術
の
普
及

１
　
県
民
介
護
知
識
・
技
術
習
得
講
座
実
施
事
業
継
続
・
委
託
：
4,012千

円
　
　
⑴
　
県
民
介
護
知
識
・
技
術
習
得
講
座

　
　
　
①
　
介
護
体
験
・
入
門
コ
ー
ス

　
　
　
②
　
介
護
技
術
・
基
本
コ
ー
ス

　
　
　
③
　
介
護
技
術
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

Ⅴ
法
人
運
営
機
能
の
強
化
に
向
け
た
組
織
づ
く
り

推
進
目
標
１
　
組
織
の
推
進
体
制
・
経
営
力
強
化

　
１
　
推
進
体
制
の
確
立
継
続
・
自
主
：
2,904千

円
　
　
⑴
　
会
計
監
査
人
設
置

　
２
　
職
員
の
育
成
・
組
織
力
向
上
継
続
・
自
主
：
1,277千

円
　
　
⑴
　
職
員
研
修

　
３
　
会
館
の
管
理
運
営
継
続
・
委
託
：
136,812千

円
　
　
⑴
　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営

　
　
　
・
指
定
管
理
期
間
：
令
和
４
～
８
年
度
の
５
カ
年

　
４
　
事
業
継
続
計
画（
BC
P）の

評
価
・
改
善

　
　
⑴
　
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
増
補
改
訂
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新潟県社会福祉協議会　令和８年度当初予算　資金収支予算内訳表

会計単位／事業区分／拠点区分　等 収支等区分 R８当初予算
⒜

R７当初予算
⒝

増　　減
⒞

 １　一般会計
総収入 2,950,764 2,918,076 32,688
総支出 2,531,646 2,489,177 42,469

当期末支払資金残高 419,118 428,899 △9,781

⑴　社会福祉事業　合計
総収入 469,373 446,991 22,382
総支出 406,530 380,540 25,990

当期末支払資金残高 62,843 66,451 △3,608

①法人運営事業
（理事会・評議員会など）

総収入 75,342 55,317 20,025
総支出 92,066 67,367 24,699

当期末支払資金残高 △16,724 △12,050 △4,674

②連絡調整事業
（要望活動、福祉団体懇談会など）

総収入 9,561 7,974 1,587
総支出 8,763 7,316 1,447

当期末支払資金残高 798 658 140

③企画・広報事業
（広報活動、顕彰事業など）

総収入 18,271 16,325 1,946
総支出 18,271 16,325 1,946

当期末支払資金残高 ０ ０ ０
④地域福祉活動推進事業
（ 成年後見制度体制整備支援事業、市町村社協支
援など）

総収入 45,166 46,066 △900
総支出 45,166 46,066 △900

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

⑤高齢者福祉活動推進事業
（明るい長寿社会づくり事業など）

総収入 74,340 73,129 1,211
総支出 74,340 73,129 1,211

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

⑥障害者福祉活動推進事業
（福祉の店パレット新潟店など）

総収入 17,715 18,035 △320
総支出 11,480 12,436 △956

当期末支払資金残高 6,235 5,599 636

⑦福祉サービス利用支援事業
（日常生活自立支援事業など）

総収入 68,757 68,837 △80
総支出 68,757 68,837 △80

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

⑧福祉従事者確保・就労促進事業
（福祉人材センター事業、福利厚生センター事業など）

総収入 63,425 63,464 △39
総支出 63,425 63,464 △39

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

⑨共同募金配分金事業
（福祉にいがた発行事業、県民福祉大会など）

総収入 10,009 11,929 △1,920
総支出 10,009 11,929 △1,920

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

⑩助成事業
（福祉施設への助成）

総収入 23,485 23,865 △380
総支出 23,485 23,865 △380

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

⑪基金管理運営事業
（県民たすけあい基金など）

総収入 104,165 102,288 1,877
総支出 31,631 30,044 1,587

当期末支払資金残高 72,534 72,244 290

⑵　公益事業　合計
総収入 2,385,946 2,382,396 3,550
総支出 2,000,157 1,989,192 10,965

当期末支払資金残高 385,789 393,204 △7,415

①福祉従事者養成・資質向上事業
（社会福祉研修センター事業）

総収入 35,048 31,402 3,646
総支出 18,157 17,157 1,000

当期末支払資金残高 16,891 14,245 2,646

②介護支援専門員養成・資質向上事業
（ケアマネ実務研修受講試験事業）

総収入 21,839 23,507 △1,668
総支出 13,303 14,392 △1,089

当期末支払資金残高 8,536 9,115 △579

③福祉従事者退職共済事業
総収入 1,578,459 1,551,200 27,259
総支出 1,578,459 1,551,200 27,259

当期末支払資金残高 ０ ０ ０

④貸付事業
（介護福祉士等修学資金など）

総収入 750,600 776,287 △25,687
総支出 390,238 406,443 △16,205

当期末支払資金残高 360,362 369,844 △9,482

⑶　収益事業　合計
総収入 107,298 99,805 7,493
総支出 136,812 130,561 6,251

当期末支払資金残高 △29,514 △30,756 1,242

①新潟ユニゾンプラザ管理運営事業
総収入 107,298 99,805 7,493
総支出 136,812 130,561 6,251

当期末支払資金残高 △29,514 △30,756 1,242
※社会福祉法人会計基準により内部取引を相殺消去して表記しているため、各事業間の合計は一致しません。
※総収入額に前期末支払資金残高を含めています。

（単位：千円）
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

総
合
企
画
部
会
（
部
会
長
＝
加

茂
辰
也
・
日
本
赤
十
字
社
新
潟

県
支
部
事
務
局
長
）
が
２
月
16

日
、
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し

た
。県

社
協
の
高
井
盛
雄
会
長
が

「
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
社
会

へ
向
け
て
社
協
に
対
す
る
期
待

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
も
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
８
次
活
動
指
針

（
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
）の
５

カ
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
評

価
し
た
の
に
続
き
、
第
９
次
活

動
指
針
案
（
令
和
８
年
度
〜
12

年
度
）
を
協
議
、
策
定
し
ま
し

た
。第
９
次
活
動
指
針
案
は「
共

に
生
き
る
力
を
育
む
福
祉
教
育

の
推
進
」「
包
括
的
な
支
援
体

制
の
充
実
に
向
け
た
取
組
の
推

進
」「
権
利
擁
護
の
推
進
」「
福

祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

に
向
け
た
取
組
の
推
進
」
の
四

つ
の
取
組
が
重
点
項
目
で
す
。

委
員
か
ら
は
「
困
っ
て
い
る

人
の
相
談
先
を
も
っ
と
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
」（
皆
川
栄
子
・

新
潟
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
理

事
長
）、「
福
祉
の
道
に
進
む
人

が
少
な
い
。福
祉
教
育
は
小
さ

い
う
ち
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
」（
大
井
秀
行
・
新
潟
県

介
護
福
祉
士
会
会
長
）
な
ど
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
部
会
で
策
定
し
た
指

針
案
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た

県
社
協
の
理
事
会
と
評
議
員
会

で
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

共生社会実現へ議論熱く

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症新潟県認知症

コールセンターコールセンター

県社協 総合企画部会 第
９
次
活
動
指
針
案
を
協
議
・
策
定

「共に生き共につくる福祉社会」へ向けて活
発な意見が出された総合企画部会

発達障害 理解深めよう 世界自閉症啓発デー
発達障害啓発週間

　毎年４月２日は国連が定めた「世
界自閉症啓発デー」です。日本では４
月２日から８日までの一週間を「発達
障害啓発週間」として、各地でさまざ
まなイベントなどが行われます。
　この期間は、世界や日本の各地で、
「癒やし・希望・安心を表す色」とさ
れる青い光で建物などをライトアッ
プする取り組みが展開されます。新
潟県内でも、新潟市中央区の県庁18
階で２～８日の日没後、デンカビッグ

スワンスタジアムで２、３、６日の日
没後にライトアップが行われます。
　県内ではこのほか、長岡市のリ
バーサイド千秋で４月８日まで自閉
症に関するパネル展示が行われる
ほか、市町村や学校などに啓発ポス
ターが掲示されます。
　「自閉症啓発デー」「発達障害啓
発週間」に関する問い合わせは、新
潟県福祉保健部障害福祉課、025
（280）5228 へ。
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世界自閉症啓発デーのポスター



8

学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
は
２
０

１
７
年
２
月
、
そ
れ
ま
で
学
習

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
撤
退
し
た
こ
と
に
よ

り
、
南
魚
沼
市
の
委
託
を
受
け

た
市
社
協
が
始
め
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
20
歳
ま
で
が
対

象
で
、
現
在
は
約
20
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
中
学
生
を
中
心

に
、
小
学
生
や
高
校
生
も
い
ま

す
。
教
室
は
週
１
回
、
２
時
間

程
度
。
定
期
的
に
決
ま
っ
た
場

所
で
開
く
集
合
型
教
室
と
、
子

ど
も
の
希
望
す
る
日
に
開
く
訪

問
型
が
あ
り
ま
す
。

講
師
を
務
め
る
支
援
員
は
25

人
。大
半
が
60
代
か
ら
70
代
で
、

学
校
の
先
生
を
退
職
し
た
人
が

主
体
で
す
が
、
民
間
企
業
を
退

職
し
た
人
も
い
ま
す
。
支
援
員

２
名
体
制
が
基
本
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
教
室
は
勉
強
を
教

え
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
の
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
っ

た
り
、
勉
強
が
終
わ
っ
た
後
は

ゲ
ー
ム
や
読
書
を
楽
し
ん
だ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
工
作
や
制

作
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
お

楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も
時
々
開
催

し
、
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

市
社
協
で
サ
ポ
ー
ト
教
室
の

事
務
局
を
務
め
る
小
熊
美
佐
子

さ
ん
は
「
利
用
者
数
は
横
ば
い

で
す
が
、
市
役
所
な
ど
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
て
、
ニ
ー

ズ
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま

す
。さ
ら
に
周
知
を
図
り
た
い
」

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
「
市
内

に
は
国
際
大
学
や
北
里
大
学
健

康
科
学
部
が
あ
り
、
外
国
か
ら

の
学
生
も
多
い
。
そ
う
し
た
学

生
さ
ん
か
ら
も
関
わ
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
を
利
用
し

た
子
ど
も
が
将
来
、
支
援
員
と

し
て
来
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
今
後
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

■南魚沼市社会福祉協議会 南魚沼市小栗山 303 番地１　南魚沼市福祉センター内
☎ 025（773）6911

勉強を教わる子どもたち。勉強の合間に悩みごとや将来のことなどを
支援員と語り合うのも貴重な時間になっている＝南魚沼市社協提供

「ピンポン玉選手権」に興じる子どもたち。
時々企画されるイベントは楽しいひととき
＝南魚沼市社協提供

新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
学
年
が
変
わ
っ
て
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る

ん
だ
ろ
う
か
、
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
学
習
塾
に
通
っ
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
た
ち
が
勉
強
を
教
え

た
り
悩
み
ご
と
相
談
に
乗
っ
た
り
す
る
「
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
強
い
応
援
団
、
２
０
２
６
年
度
で
ち
ょ

う
ど
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

南魚沼市社協の
ホームページは
こちらから

悩
み
相
談
、お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も

南魚沼市社協「学習サポート教室」

学
び
手
助
け

学
び
手
助
け 

安
心
の
居
場
所
に

安
心
の
居
場
所
に
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く
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添

う
活
動
を
心
が
け
た
い
。そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽
し
く

過
ご
せ
る
居
場
所
に
す
る
た
め

に
、
自
分
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
学
期
を
迎
え
て
、
新
し
い
環

境
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分
の
力
を

信
じ
て
元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。支
援
員
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
応
援
団
」
を
続
け

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 オリジナルのうちわ作りに挑戦する子ども。元気な姿に

支援員も力をもらっているという＝南魚沼市社協提供

学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
が
ス
タ
ー
ト

し
た
時
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ

ン
支
援
員
の
江
川
京
子
さ
ん
（
南
魚

沼
市
）
に
、
手
ご
た
え
や
今
後
の
期

待
を
聞
き
ま
し
た
。

支援員「ふれあう喜び、力もらう」

頑
張
る
子
ど
も
の
応
援
団

利
用
者
の
中
学
生
に
聞
き
ま
し
た

　
こ
こ
に
通
い
始
め
て
か
ら
勉
強
に

向
き
合
う
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
先
生
方
が
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
と
て
も

助
か
っ
て
い
ま
す
。
温
か
い
雰
囲
気

の
中
で
安
心
し
て
通
う
こ
と
が
で

き
、
毎
週
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
頑
張

り
な
が
ら
、
楽
し
く
通
い
続

け
た
い
で
す
。
い
つ
も
支
え

て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
関
係

者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
５
の
時
、
母
に
勧
め
ら
れ
て
通
い
始

め
ま
し
た
。
勉
強
を
気
軽
に
教
え
て
も
ら

え
る
こ
と
や
、
勉
強
ば
か
り
で
な
い
と
こ

ろ
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
増

や
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
。
今
後
も
た

く
さ
ん
通
っ
て
、
苦
手
な
数
学
を
解
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
学
校
の
宿
題
や
勉
強
の
サ
ポ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
先
生
方
が
優
し

く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、

や
る
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
で
き

る
環
境
が
あ
る
こ
と
に
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

中２男子

中２女子

中２男子

中２男子

　
　
　
　
　
　
◇

小
学
校
の
教
員
を
退
職
し
た

後
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

感
謝
を
込
め
て
、
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思

い
、
支
援
員
に
な
り
ま
し
た
。
前

向
き
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
い
つ
も

希
望
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

「
勉
強
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
分
か
っ
た
」「
こ
こ
に
来
て
よ

か
っ
た
」
と
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
る
時
が
何
よ
り
う

れ
し
い
で
す
。
学
習
の
合
間
に
学

校
の
こ
と
や
自
分
の
将
来
な
ど
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
、
ふ
れ
あ
い
が

実
感
で
き
る
の
も
あ
り
が
た
い
で

す
。
市
社
協
さ
ん
に
は
細
や
か
に

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
で
す
。

押
し
つ
け
や
思
い
込
み
で
な
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貸付制度のご案内

職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの言言
ことこと

葉葉
ばば

遣遣
づかづか

いやいや
言言
いい

いい方方
かたかた

がキツくがキツく
嫌嫌
いやいや

なな思思
おもおも

いをしているいをしている

施施
しし

設設
せつせつ

内内
ないない

でケガをしたがでケガをしたが
職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの説説
せつせつ

明明
めいめい

やや対対
たいたい

応応
おうおう

にに
納納
なっなっ

得得
とくとく

できないできない
福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会
〒 950-8575 新潟市中央区上所２丁目２番２号 新潟ユニゾンプラザ３階

TEL . 025 -281 -5609 FAX . 0 2 5 - 2 8 1 - 5 6 1 0
メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

相談無料 秘密厳守

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援施設、
こども園　など

職職
しょくしょく

員員
いんいん

がが
おお願願

ねがねが

いやいや苦苦
くく

情情
じょうじょう

をを
聞聞
きき

いてくれないいてくれない

　厚生労働省の要綱に基づき､ 国と新潟県（ひとり親家庭高等職業訓練促進資金は新潟市も）
が貸付原資を出し合い､ 新潟県社会福祉協議会が運営する貸付制度について、ご案内します｡
※各貸付制度の詳細や借入申込申請時期は、新潟県社会福祉協議会のホームページで確認できます。

目　　的 　児童養護施設等を退所した人などの
就職や進学、資格取得を支援します。

貸付対象 　児童養護施設を退所、里親等委託解
除した人、または退所・委託解除後
５年以内の人｡ 資格取得支援費は入
所中・委託中の人も可能。

貸 付 額 　①生活支援費（医療費含む）：
 　　　　　　月額５万円以内
 　　　　　　（大学等への進学者の生活費）
 　　　　　　※定期的に医療機関を受診する進

学者は貸付期間のうち２年間、
医療費の実質額を加算（医療費）

 　　　　　②家賃支援費：家賃額（上限あり）
 　　　　　　（大学等への進学者、または就職者

の１カ月当たりの家賃相当額）
 　　　　　③資格取得支援費：25万円以内
 　　　　　　（資格取得費用）
返還免除 　就職した日から５年間就業した場合､

返還が免除されます。
 　　　　　（資格取得支援費の返還免除は２年間

の就業継続）

【訓練促進資金】
目　　的 　ひとり親家庭の親の方の養成機関へ

の入学や取得資格を活かした就職の
ための準備資金を支援します。

貸付対象 　｢高等職業訓練促進給付金｣を受給し
ている人のうち、取得する資格が必
要な業務への従事を希望する人。

貸 付 額 　①入学準備金：50万円以内
 　　　　　　　　　　　　（養成施設入学金等）
 　　　　　②就職準備金：20万円以内
 　　　　　　　　　　　　（就職する際の準備費用）
返還免除 　取得した資格が必要な業務に５年間、

従事した場合､ 返還が免除されます。

【住宅支援資金】
目　　的 　ひとり親家庭に対し、入居住宅の家

賃を支援します。
貸付対象 　・児童扶養手当の支給を受けている人。
 　　　　　　（児童扶養手当の支給を受けている

人と同等の所得水準の場合を含む）
 　　　　　・母子・父子自立支援プログラムの

策定を受け、自立に向けて意欲的に
取り組む人。なお、所得が児童扶
養手当の支給を受けている人と同
等の水準を超えた場合であっても１
年以内の人については対象とする。

貸 付 額 　月額上限７万円、12カ月の範囲内で
最大84万円。

返還免除 　現に就業していない人が住宅支援資金
による貸付を受けた日から１年以内に
就職し、また、就業中の人が貸付を受
けた日から１年以内にプログラム策定
時より高い所得が見込まれる転職をし
た後、１年間、就業継続した場合は返
還が免除されます。

児童養護施設退所者等に対する自立支援資金 ひとり親家庭高等職業訓練促進資金

お問い合わせ先

ホームページ

新潟　県社協  と 検索

新潟県社会福祉協議会
生活支援課

TEL 025-281-5605
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　「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
」
は
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
国
が
創

設
し
た
制
度
で
、
申
請
か
ら
償
還
ま
で
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民

生
委
員
が
関
わ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
る
の
は
主
に
他
の
制
度
融
資
等
が
利
用

で
き
な
い
「
低
所
得
世
帯
」「
障
害
者
の
属
す
る
世
帯
」「
療
養
か

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
属
す
る
世
帯
」
で
す
。

　
貸
し
付
け
の
支
払
い
利
子
は
、
条
件
に
よ
り
低
利
ま
た
は
無
利

子
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
都
道
府
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
ご
利
用
の
希
望
は
お
近
く
の
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯

②
現
在
居
住
地
に
住
民
登
録
の
な
い
方

③
債
務
の
返
済
に
充
て
る
た
め
に
資
金
を
借
り
よ
う
と
す
る
方

④
民
生
委
員
、
お
よ
び
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
指
導
援
助

　
を
拒
否
す
る
方

⑤
自
立
、
お
よ
び
償
還
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

技能習得および生計維持経費

土地および建物の
評価額の70％

世
帯
の
収
入
が
概
ね
市
町
村
民
税
非
課
税
程
度
ま
た
は
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
生
活
保
護
基
準
の
１
・
７
倍
以
下
の
世
帯

日
常
生
活
上
療
養
ま
た
は
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
属
す
る
世
帯
で
、
世
帯
の
所
得
が
生
活
保
護
基
準
額
の
２
・
５

倍
以
下
の
世
帯

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
の
属
す
る
世
帯

害

・

貸
付
対
象
と
な
る
世
帯

生活保護の高齢者
世帯に対し､ 一定の
居住用不動産を担
保として生活資金を
貸し付ける資金
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ず
っ
と
着
て
い
な
か
っ
た
ス
ー

ツ
を
最
近
何
年
か
ぶ
り
に
着
て
い

る
。着
る
も
の
に
は
ほ
ぼ
頓
着
の

な
い
私
だ
が
、
体
型
が
原
因
で
着

ら
れ
な
い
間
も
手
放
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
気
に

入
っ
て
い
た
の
か
。ふ
と
考
え
て

た
ど
り
着
い
た
結
論
は
「
思
い
出

が
あ
る
か
ら
」だ
っ
た
。

８
年
半
前
、
望
ん
で
選
ん
だ
は

ず
の
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
嫌
に
な
っ

て
い
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
私

は
今
の
職
場
の
採
用
試
験
を
受
け

る
こ
と
を
決
め
た
。
大
げ
さ
な
言

い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
数
度
に

わ
た
り
転
職
活
動
に
失
敗
し
て
い

た
身
に
と
っ
て
「
背
水
の
陣
」
だ

と
意
気
込
ん
で
の
挑
戦
だ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
迎
え
た
試
験

当
日
、
私
は
件く
だ
ん

の
ス
ー
ツ
姿
で
試

験
会
場
へ
向
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
少
な
か
ら
ず
緊
張
は

あ
っ
た
。し
か
し
、
転
職
を
決
心

し
た
と
き
に
出
会
い
、
悔
し
い
思

い
も
共
に
し
て
き
た

〞

戦い
く
さ

装
束

〝

が
不
思
議
と
力
を
与
え
て
く
れ
た

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

幸
運
に
も
今
の
職
場
で
働
く

チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
っ
た
私
は
今
、

９
年
目
の
年
度
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。前
の
職
場
を
８
年
で
退

職
し
た
私
に
と
っ
て
、
人
生
初
の

「
勤
続
９
年
目
」だ
。そ
の
節
目
の

年
度
を
思
い
出
の
一
着
に
身
を
包

ん
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
本
当
に
う

れ
し
く
感
じ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
だ
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
、

と
現
代
社
会
で
は
形
の
な
い
も
の

が
も
て
は
や
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

よ
う
に
思
う
。そ
れ
で
も
、
人
間

が
モ
ノ
へ
の
執
着
を
捨
て
ら
れ
な

い
の
は
、
そ
こ
に
思
い
出
が
あ
る

ゆ
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
Ｋ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
）

Vol.90

き
つ
い
、
つ
ら
い
と
感
じ
る

時
に
自
分
の
心
と
体
を
整
え
る

セ
ル
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
「
ひ
と
り

親
家
庭
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
セ

ミ
ナ
ー
」
が
５
月
30
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
上
越
市
市
民

プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
す
。
主
催

す
る
一
般
社
団
法
人
「
新
潟
県

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会
」

で
は
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。「

疲
れ
が
取
れ
な
い
」「
気
持

ち
が
落
ち
込
み
や
す
い
」「
ス

ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
え
て

い
な
い
」な
ど
と
感
じ
る
時
に
、

そ
れ
を
ど
う
解
消
し
て
心
地
よ

く
過
ご
し
て
い
く
か
。
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
と
ス
ト
レ
ス
の
基
本

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
新
潟

市
を
拠
点
に
活
動
す
る
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
若
槻
彩

子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
、
ま
た
は
こ

れ
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
人
が
対
象
で
、

定
員
は
30
人
。
申
し
込
み
締
め

切
り
は
５
月
７
日
で
、
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
新
潟

市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
内
、
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会
、

０
２
５
（
２
８
１
）
５
５

８
７
へ
。

思
い
出
の
ス
ー
ツ

人生の節目の“戦装束”

※
県
社
会
福
祉
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
が
、日
々
の
体
験
や
思
い
な
ど
を
つ
づ
り
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
セ
ミ
ナ
ー
の
チ
ラ
シ

申し込みは
こちらの
二次元コード
から

心と体を整えて

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
セ
ミ
ナ
ー

５
月
30
日
、上
越
市
で
開
催
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公式アプリ登録で人助け
全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同

組
合
連
合
会
（
こ
く
み
ん
共
済

＝
全
労
済
）
新
潟
推
進
本
部
は

２
月
10
日
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
に
コ
メ
70
㌔
を
寄
付
し
ま
し

た
。こ

く
み
ん
共
済
は
昨
年
６
月

１
日
か
ら
今
年
５
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
わ
た
り
、
公
式
ア

プ
リ
登
録
１
件
に
つ
き
コ
メ
１

食
分
に
当
た
る
１
０
０
グ
ラ
ム

を
社
会
福
祉
協
議
会
や
子
ど
も

食
堂
な
ど
に
寄
付
す
る
活
動
を

展
開
。
上
半
期
は
新
潟
県
内
で

１
２
９
５
件
の
公
式
ア
プ
リ
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
こ
く
み
ん
共
済

新
潟
推
進
本
部
の
小
野
塚
豊
本

部
長
ら
が
県
社
協
を
訪
れ
、
高

井
盛
雄
会
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

高
井
会
長
は
「
県
内
の
ひ
と

り
親
世
帯
へ
の
支
援
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
状
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
く
み
ん
共
済
の
公
式
ア
プ

リ
に
登
録
す
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン

や
映
画
観
賞
券
の
割
引
な
ど

18
万
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る

と
い
い
ま

す
。
小
野
塚

本
部
長
は

「
も
っ
と
浸

透
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。

お
礼
状
と
寄
付
の
目
録
を
そ
れ
ぞ
れ
手
に
す
る
小
野
塚
豊
・
こ
く

み
ん
共
済
新
潟
推
進
本
部
長
（
右
）
と
高
井
盛
雄
・
県
社
協
会
長

こ
く
み
ん
共
済
が
取
り
組
み
展
開

県
社
協
に
コ
メ
70
㌔
寄
付

福祉のしごと 就職フェア2026年度
その一歩が、誰かの笑顔に。

in 新潟
朱鷺メッセ
（新潟市中央区）

参加61法人予定
4/29水㊗

in 長岡
ハイブ長岡
（長岡市）

参加30法人予定
5/30土

in 上越
上越市市民プラザ
（上越市）

参加13法人予定
6/27土

お問い合わせ
お申し込み

社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会
新潟県福祉人材センター

〒950-8575　
新潟市中央区上所2-2-2　
新潟ユニゾンプラザ3階

TEL 025-281-5523
FAX 025-282-0548

福祉人材
センターHP

公式 LINE

in 新潟 in 新潟
新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

参加20法人予定
2/13土

2027年

in 新潟
新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

参加20法人予定
9/12土

新潟ユニゾンプラザ
（新潟市中央区）

3/20土

2027年

参加20法人予定

参加無料、要申し込み
就職支援セミナー同時開催
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　加茂市共同募金委員会の「赤い
羽根共同募金助成」を受け、NPO
かも小町が、認知症を抱えた方と
その家族や仲間の皆さんと一緒
に、観光バスで行くかも小町 15
周年記念・初夏の遠足を実施しま
した。ありがとうメッセージが届
きましたのでご紹介します。

◇
　認知症を抱えた方とその家族や仲
間の皆さんと一緒に昨年７月、長岡
市の道の駅ながおか花火館へのバス
旅行を実施しました＝写真＝。
　大勢で移動するためのバスの確
保は当会では難しいことでしたが、
支援をいただき安全な観光バスを
手配することができて大変喜んで
いただきました。歩行困難な方や

認知症を抱えた方も、楽しい時間
を共有することができました。
　日頃、バス旅行に行くことがで
きない当会員が仲間と一緒に、ま
た日頃忙しいご家族の方と一緒に
出かけられたことは楽しい思い出
になりました。
　年々、会員が増えず助成金も減
少、物価上昇など厳しい状況が続
く中、とても良い経験ができまし
た。ありがとうございました。

情 報赤い羽根赤い羽根
新
潟
県
共
同
募
金
会
は
令
和
８
年

度
の
二
つ
の
助
成
対
象
と
な
る
事
業

の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

【
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
】

「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

は
、
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
を
目
指

す
県
内
団
体
の
活
動
へ
の
寄
付
で
、

寄
付
者
が
応
援
し
た
い
団
体
や
活
動

を
選
ん
で
募
金
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

助
成
対
象
と
な
る
事
業
の
募
集
期

間
は
５
月
20
日
ま
で
。
募
金
期
間
は

令
和
９
年
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

【
共
同
募
金
広
域
助
成
事
業
】

令
和
８
年
度
「
共
同
募
金
広
域
助

成
事
業
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募

集
す
る
事
業
は
左
記
の
「
表
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
締
め
切
り
は
５
月
20
日
、
消

印
有
効
で
す
。

ま
た
、
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会

で
も
独
自
の
公
募
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
は
新
潟
県
共
同
募

金
会
。電
話
、
０
２
５
（
２
８
１
）
５

５
３
２
。
申
請
用
紙
等
は
県
共
募
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。「
新
潟
赤
い
羽
根
」

で
検
索
。
ま
た
は
こ
の
ペ
ー
ジ
右
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金

共
同
募
金
広
域
助
成
事
業

今
年
度
も
募
集
開
始

令和８年度共同募金
広域助成事業募集のお知らせ

事業名 対象事業 助成基準
県
広
域
福
祉

団
体
助
成

県域を単位とする民
間の福祉団体が実施
する社会福祉事業等

事業費の80％を
上限

社
会
福
祉
施
設

整
備
助
成

高齢者・障がい者・
児童などを支援する
法定施設で、施設利
用者の処遇向上のた
めの備品・車両の整
備、施設の増改築や
改修など

事業費の75 ％
（施設改修、備品
整 備 は200 万
円、車両整備は
150 万円）を上
限。多額の繰越
金を有する団体
は対象外

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
等
支
援
助
成

地域活動支援セン
ター等が実施する研
修・交流会の開催、自
主製品の材料購入な
ど

原則として事業
費の90 ％を上
限。多額の繰越
金を有する団体
は対象外

地
域
活
動
支
援
助
成

社会福祉法人、NPO法
人、自治会等の地域団
体、社会福祉活動を行
う非営利団体・グルー
プが公的助成の対象と
ならない地域福祉課題
等を解決するため実施
する事業に助成する。

原則として事業
費の90％（100
万円）を上限

ありがとう
メッセージ

加茂市・かも小町から

心躍るバス旅行
笑顔がいっぱい

新
潟
県
共
同
募
金
会
の

Ｈ
Ｐ
は
こ
ち
ら
か
ら

新
潟
県
共
同
募
金
会
（
４
月
１
日
付
）

【
昇
任
】
次
長
（
課
長
）
藤
田
亨
▽
係
長

（
主
任
）
渡
邉
丈
雄

【
採
用
】
主
事
・
小
林
知
子

◆
人
事
異
動
◆
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従来の保育所・認定こども園の損害補償は、社会福祉法人、社会福祉協議会、
公立福祉施設（自治体）、NPO法人、公益社団法人、公益財団法人が加入対
象です。

保育所・認定こども園の損害補償
（従来の加入方式）

「法人包括プラン」・「保育所・認定こども園の損害補償（従来の加入方式）」ともプラン１～４は、共通内容です。

プラン1 保育所業務の補償

セットプラン 基本セット・天災セット

プラン3 職員等の補償プラン2 保育所利用者の補償 プラン4 法人役員等の補償

保育所・認定こども園の損害補償

令和8年度版

「保育所・認定こども園の損害補償」に新たな加入方式「法人包括プラン」ができました。
従来の「保育所・認定こども園の損害補償（施設単位加入）」と「法人包括プラン（法人包括加入）」の
いずれかを選択・加入できます。

社会福祉法人等が経営、運営する
保育所・認定こども園の
賠償・傷害事故と、
法人の経営にともなう
リスクを幅広く補償します。

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ25-11173より抜粋）

NEW法人包括プラン

全ての
施設･事業を
自動補償

第1種
社会福祉事業

第2種
社会福祉事業

公益事業収益事業

「法人包括プラン」は、福祉施設・事業を経営・運営する社会福祉法人が加入
対象です。（社会福祉協議会を除く）

心安心安心安心安心

簡単簡単簡単簡単簡単

ポイント1

ポイント2

ポイント3

保育所や各種事業の明細要らずで、すべての保育施設・事業を
賠償事故からまとめて補償

期中で追加した保育所（事業）も手続き不要で自動補償

契約時はすべての保育施設の合計定員数の申告のみ

便利

スマートフォンやタブレットの場合は
こちらの二次元コードよりホーム
ページにアクセスしてください。https://www.fukushihoken.co.jp/ よりアクセス!!

PCからの場合は、ふくしの保険　検索

見積作成・加入手続きは簡単便利なインターネットから!!
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「
自
画
像
」「
ひ
ま
わ
り
」「
星
月

夜
」「
ア
ル
ル
の
跳
ね
橋
」
…
数
々

の
名
画
を
残
し
た
ゴ
ッ
ホ
。
今
で

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
天
才
も
、

１
８
９
０
年
に
37
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
に
売
れ
た
作
品
は
ご
く
わ
ず

か
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
後
に
名

声
を
得
た
背
景
に
は
、
弟
テ
オ
夫

妻
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

兄
の
才
能
を
高
く
評
価
し
、
経

済
的
に
支
え
続
け
た
画
商
の
テ
オ
。

テ
オ
が
兄
の
後
を
追
う
よ
う
に
亡

く
な
っ
た
後
、
大
量
に
残
さ
れ
た

ゴ
ッ
ホ
の
作
品
を
戦
略
的
に
売
り

出
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

力
を
発
揮
し
た
テ
オ
の
妻
ヨ
ー
。

こ
の
２
人
が
い
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
が
ゴ
ッ
ホ
の
名
画
に
出
会
う
こ

と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

「
福
祉
に
い
が
た
」の
表
紙
絵
は
、

今
月
号
か
ら
堀
井
銀
次
さ
ん
が
担

当
し
ま
す
。

ゴ
ッ
ホ
に
テ
オ
や
ヨ
ー
が
い
た

よ
う
に
、
堀
井
さ
ん
に
は
石
塚
紀

子
さ
ん
と
い
う
心
強
い
サ
ポ
ー

タ
ー
が
い
ま
す
。
石
塚
さ
ん
は
、

堀
井
さ
ん
が
通
う
施
設
の
支
援
員

と
し
て
創
作
活
動
を
長
年
支
え
、

発
信
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

今
回
私
た
ち
と
ご
縁
が
で
き
た
の

も
、そ
の
お
か
げ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
１
年
間
に
わ
た
り

計
７
回
、
堀
井
さ
ん
と
石
塚
さ
ん

が
厳
選
し
た
作
品
が
本
誌
を
彩
っ

て
く
れ
ま
す
。

力
強
い
線
と
フ
ォ
ル
ム
。
鮮
や

か
な
色
使
い
。
堀
井
さ
ん
の
絵
は
、

一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
不
思

議
な
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
ん

な「
堀
井
ワ
ー
ル
ド
」を
お
楽
し
み

に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
橋
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

５月2026 年
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

４月2026 年

全
国
の
逸
品
が
ず
ら
り

長
岡
で
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル

全
国
の
障
害
福
祉
施
設
の
商

品
を
販
売
す
る
「
全
国
ナ
イ
ス

ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
に
い
が
た

２
０
２
６
ｉ
ｎ
な
が
お
か
」
が

６
月
６
日
と
７
日
、
長
岡
市
の

道
の
駅
な
が
お
か
花
火
館
で
開

か
れ
ま
す
。

全
国
規
模
の
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト

バ
ザ
ー
ル
が
県
内
で
開
か
れ
る

の
は
お
よ
そ
30
年
ぶ
り
で
す
。

当
日
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
商

品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
子
ど
も

が
遊
べ
る
広
場
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
充
実
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
6
日
午
前
10
時
か
ら
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も

行
い
ま
す
。

6
月
6
日
と
7
日
は
、
ぜ
ひ

道
の
駅
な
が
お
か
花
火
館
に
お

越
し
く
だ
さ
い
！

◆
次
回
の「
福
祉
に
い
が
た
」第
８
８
５
号
は
6
月
1
日（
月
）に
発
行
し
ま
す
。

６月６～７日

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
並
ん
だ
昨
年

の
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
の
様

子
（
６
月
・
長
岡
市
）

【全国ナイスハートバザール
にいがた2026inながおか】

▼日時　令和８年６月６日（土）、７日（日）
　　　　いずれも10：00～16：00
▼場所　道の駅ながおか花火館（長岡市喜多町707）
　　　　・ 屋外催事スペース 雁木いちば 
　　　　・ 屋外多目的広場 さじきの広場
▼内容　・ 全国の福祉事業所が製作した食品、

手工芸品、雑貨等の販売
　　　　・ 事業所製品作成体験型ワークショップの開催
　　　　・ 子ども向けコンテンツ：

「DREAPYS保育ショー」
　　　　・ キッズダンス（予定） ・ ガラポン抽選会

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
４
月
１
日
付
）

　
　
【
昇
任
】

事
務
局
次
長
、
福
祉
人
材
課
長

事
務
取
扱
（
福
祉
人
材
課
長
）
中

原
敦
子
▽
地
域
福
祉
課
長
（
生
活

支
援
課
参
事
）
河
野
弘
輝
▽
福
祉

人
材
課
参
事
（
福
祉
人
材
課
課
長

代
理
）
勢
能
渉
▽
総
務
管
理
課
課

長
代
理
（
総
務
管
理
課
主
査
）
岩

本
桂
子
▽
企
画
広
報
課
課
長
代
理

（
企
画
広
報
課
主
査
）
寺
口
祐
司

　
　
【
採
用
】

生
活
支
援
課
主
任
・
石
坂
光
央

▽
福
祉
人
材
課
主
任
（
福
祉
人
材

課
嘱
託
）
冨
樫
和
▽
福
祉
人
材
課

主
事
・
楠
木
由
梨
▽
総
務
管
理
課

嘱
託
・
早
川
敏
広
▽
総
務
管
理
課

嘱
託
・
阿
部
ゆ
づ
り
▽
福
祉
サ
ー

ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

嘱
託
・
田
沢
義
徳

　
　
【
退
職
】
＝
３
月
31
日
付

横
堀
直
樹
・
事
務
局
次
長
、
地

域
福
祉
課
長
事
務
取
扱
▽
斎
藤
ゆ

き
子
・
福
祉
人
材
課
専
門
員
▽
長

谷
川
美
香
・
総
務
管
理
課
嘱
託
▽

山
田
裕
則
・
生
活
支
援
課
嘱
託
▽

石
山
雅
子
・
福
祉
人
材
課
嘱
託
▽

水
澤
結
花
・
福
祉
人
材
課
嘱
託
▽

阿
部
貢
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適

正
化
委
員
会
事
務
局
嘱
託

◆
人
事
異
動
◆


